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越
近
成（
白
鳳
台
） 

　
尼
寺
廃
寺
は
、華
厳
山
般
若
院
片
岡
尼
寺
と

し
て
、聖
徳
太
子
の
開
山
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
か
ら
約
百
三
十
年
前（
一
八
六
〇
年
代
）

の
幕
末
の
頃
、尊
皇
攘
夷
だ
、佐
幕
開
国
だ
と

紛
糾
し
な
が
ら
結
局
、明
治
の
国
際
化
に
向
け

て
時
代
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
明
治
六
年
、

香
芝
で
は
大
変
悲
劇
的
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。 

　
過
激
な
廃
仏
毀
釈
、神
仏
分
離
令
運
動
な
ど

に
よ
っ
て
尼
寺
廃
寺
は
破
壊
さ
れ
、薬
師
寺
跡
・

ド
山
・
般
若
院
跡
な
ど
に
も
深
い
傷
痕
を
残
し

ま
し
た
。こ
の
時
、志
都
美
神
社
の
明
王
院
や
、

穴
虫
の
大
坂
山
口
神
社
の
祇
園
神
宮
寺
も
破

壊
さ
れ
、現
在
の
武
烈
天
皇
陵
、顕
宗
天
皇
陵（
及

び
陪
塚
一
号
墳
、二
号
墳
、三
号
墳
）と
二
上
山

の
大
津
皇
子
墓
な
ど
が
勝
手
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　
尼
寺
廃
寺
が
破
壊
さ
れ
た
理
由
は
、華
厳
山（
菩

薩
の
徳
果
が
円
満
に
備
わ
る
こ
と
を
意
味
し
、太

子
に
対
す
る
信
仰
心
を
表
す
）の
方
丘
に
厨
神
社

が
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
神
仏
分
離
令
の
名
の
下
に

破
壊
し
ろ
と
い
う
短
絡
的
な
発
想
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
た
め
に
尼
寺
廃
寺
は
太
子
の
開
山

で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
証
明
は
①
来
迎
寺
の
過
去
帳
、②
龍
田
本

宮
古
図
、③
般
若
院
に
残
る
諸
資
料
な
ど
を
検
証

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
来
迎
寺
の
過
去

帳（
写
真
）で
は
、「
薬
師
寺
ハ
開
山
太
子
勝
鬘
大

菩
薩（
太
子
の
こ
と
）始
草
創
巳
来
・・・
華
厳
山
般

若
院
片
岡
尼
寺
ノ
中
ニ
テ
目
中
寺
ト
名
ク
本
尊

薬
師
寺
如
来
ナ
リ
・・・
中
奥
ノ
本
尊
ヲ
阿
弥
陀

如
来
ニ
シ
タ
ル
ヤ
・・・
難
シ
」
と
あ
り
ま
す
。
般

若
院
毘
沙
門
堂
に
安
置
す
る
毘
沙
門
天
の
背
面
、

腰
の
墨
書
に
「
華
厳
山
般
若
院
片
岡
尼
寺
、開

山
皇
太
子
勝
鬘
菩
薩
」
と
あ
り
、毘
沙
門
堂
横

に
置
い
て
あ
る
般
若
院
五
輪
塔
の
地
輪
に
「
明

応
四（
一
四
九
五
）年
阿
闍
梨
快
弘
逆
修
」
と
あ

り
、阿
闍
梨
を
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
、

般
若
院
片
岡
尼
寺
＝
妙
安
寺（
葛
城
尼
寺
）は

大
寺
院
で
あ
り
、十
五
世
紀
ま
で
法
隆
寺
の
末

寺
で
あ
っ
た
こ
と
や
、更
に
聖
徳
太
子
の
逆
修

墓
に
あ
や
か
っ
て
逆
修
五
輪
塔
墓
を
築
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。 

 

　
次
に
何
故
こ
の
片
岡
の
地
に
尼
寺
廃
寺（
片

岡
僧
寺
・
片
岡
尼
寺
）を
開
山
す
る
に
至
っ
た
か

を
述
べ
ま
す
。 

　
厩
戸
皇
子
は
物
部
と
の
合
戦
の
と
き
、信
貴

山
に
も
基
盤
が
あ
っ
た
秦
氏
を
頼
り
ま
す
。
合

戦
後
、信
貴
山
に
は
剣
鎧
神
社
が
、東
大
阪
市

の
石
切
神
社
に
は
石
切
剣
箭
神
社
が
祀
ら
れ
ま

す
。
廣
隆
寺
來
由
記
に
は
、「
蜂
岡
寺
と
桂
宮
院

八
角
堂
。
秦
氏
系
図
、高
麗
彗
慈
法
師
蓋
密
宗

者
。
道
昌
僧
都
随
弘
法
大
師
。
天
長
年
中
受
密

灌
。
」と
あ
り
、ま
た
上
宮
法
王
帝
説
で
は
、「
・・・

蜂
丘
寺（
彼
の
宮
と
併
せ
て
川
勝
秦
公
に
賜
ひ

き
）、・・・
葛
木
寺（
葛
木
臣
に
賜
ひ
き
）。
」
と
あ

り
、太
子
と
秦
氏
は
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
天
皇
の
統
治
権
が
ま
だ
確
立
さ
れ
ず
天
皇
家

の
統
治
領
地
も
ま
だ
曖
昧
だ
っ
た
中
で
、太
子
が

大
陸
と
の
国
際
化
に
向
け
て
時
代
を
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
文
化
革

命
に
よ
る
太
子
の
文
化
圏
を
つ
く
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
文
化
圏
の
基
盤
に
尼
寺
廃
寺

の
創
建
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
太
子
が
斑
鳩
宮
に
居
を
移
さ
れ
た
の
は
推
古

九（
六
〇
一
）年
で
あ
り
、わ
が
国
の
仏
教
の
興

隆
に
尽
く
さ
れ
、法
隆
寺
を
建
立
さ
れ
た
こ
と
は

有
名
な
話
し
で
す
が
、太
子
の
薨
去
後
、多
く
の

高
僧
や
文
化
人
、政
治
家
が
太
子
の
遺
徳
を
慕
っ

て
、太
子
信
仰
を
不
滅
の
も
の
と
し
て
き
ま
し
た
。 

　
「
尼
寺
廃
寺
と
聖
徳
太
子
」に
係
わ
り
の
あ
る

資
料
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
研
究
し
た
い
と
念

じ
て
い
ま
す
。 

  

　
筆
者
は
、『
尼
寺
廃
寺
と
聖
徳
太
子
』の
更
な

る
探
求
と
資
料
の
編
纂
に
努
め
て
参
り
ま
し
た

が
、あ
い
に
く
病
を
得
、一
九
九
九
年
二
月
二
十

二
日
、こ
こ
ろ
ざ
し
半
ば
に
し
て
無
念
の
筆
を
折

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
興
味
を
抱
い
て
お
待
ち

下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
申
し
訳
な
く
存
じ
ま

す
が
、こ
れ
が
遺
稿
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
馬
越
史
歩
） 

 

　
筆
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
係
） 

来迎寺の過去帳（撮影：筆者） 
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